
五
『
国
家
衛
生
原
理
』
が
日
本
に
お
け
る
衛
生
行
政
の
最
初
の

体
系
的
書
物
で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年
の
日
本
の
状
況
を
顧
み
れ

ば
、
後
藤
が
、
た
と
え
訳
書
あ
る
い
は
補
論
つ
き
の
訳
書
で
あ
っ
て

も
、
本
書
を
刊
行
し
た
こ
と
は
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
、
し
か
し
、
従

来
の
よ
う
な
後
藤
へ
の
、
ま
た
『
国
家
衛
生
原
理
』
へ
の
評
価
は
、

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

追
記
貴
重
な
史
料
・
文
献
を
検
討
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
宗
田

一
氏
、
お
よ
び
岡
山
大
学
医
学
部
図
書
館
に
深
く
感
謝
す
る
。

（
国
立
公
衆
衛
生
院
衛
生
行
政
学
部
）

京
都
府
立
医
科
大
学
（
京
府
医
大
と
略
す
）
に
お
け
る
解
剖
体
追

悼
式
は
年
二
回
、
す
な
わ
ち
五
月
の
第
二
土
曜
と
十
月
の
第
一
土
曜

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
日
山
浄
土
宗
安
養
寺
お
よ
び
西
本
願
寺
に
お
い

て
春
季
な
ら
び
に
秋
季
法
要
と
し
て
営
ま
れ
、
そ
の
都
度
学
長
は
、

法
要
の
対
象
と
し
た
創
立
以
来
の
解
剖
御
遺
体
の
総
数
を
報
告
す
る

こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
本
年
秋
の
式
典
で
は
、
昭
和

六
十
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
解
剖
体
数
と
し
て
一
七
一
四
七
体

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

京
府
医
大
は
す
で
に
創
立
百
十
五
年
を
数
え
て
お
り
、
前
記
数
値

が
正
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
誤
り
は
な
い

の
か
を
一
度
ふ
り
返
っ
て
調
査
し
て
み
る
必
要
を
感
じ
、
史
的
考
察

を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

京
府
医
大
に
お
け
る
遺
体
解
剖
は
、
粟
田
ロ
山
中
の
解
剖
場
に
お

京
都
府
立
医
科
大
学
に
お
け
る

解
剖
体
に
つ
い
て

山
田
久
夫

（81）81



い
て
、
明
治
六
年
二
月
一
’
四
日
に
二
体
、
九
’
十
三
日
に
さ
ら
に

二
体
が
行
わ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
が
、
療
病
院
内
に

も
う
け
ら
れ
た
仮
解
剖
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
英
国
籍
ド
イ
ツ
人
医

師
ヨ
ン
ヶ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ッ
ク
の
執
刀
に
よ
る
明
治
七
年
一

月
八
日
の
病
理
解
剖
を
第
一
号
と
数
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
時
流

行
し
て
い
た
結
核
性
脳
脊
髄
膜
炎
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
二
十
二
歳
の

登
幾
女
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

さ
て
、
明
治
三
十
六
年
十
月
十
日
、
本
学
に
お
け
る
解
剖
体
数
が

六
○
○
例
に
達
し
た
の
を
機
に
、
西
本
願
寺
に
お
い
て
盛
大
な
第
四

回
法
要
が
行
わ
れ
、
以
後
、
毎
年
十
月
一
日
に
同
寺
に
お
い
て
秋
の

追
悼
式
が
営
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
春
の
法
要
は
明
治
三
十

九
年
以
降
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
解
剖
学
、
病
理
学
並
び
に
法
医
学
教
室
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
別
個
に
解
剖
体
数
を
通
算
し
、
そ
れ
に
相
当
す
る
番
号
を
遺
体

に
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
八
○
四
二
、
一
○
二
○

○
、
一
三
三
八
（
昭
和
六
十
二
年
八
月
三
十
一
日
現
在
）
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
解
剖
学
に
お
け
る
御
遺
体
数
は
、
死
亡
時
を
基
準
に

し
て
お
り
実
際
の
解
剖
数
は
そ
れ
よ
り
少
な
い
。
単
純
計
算
す
る
と

三
教
室
の
合
計
数
は
、
先
の
法
要
時
の
報
告
数
と
は
合
致
し
な
い
。

法
医
解
剖
記
録
は
、
昭
和
三
十
三
年
司
法
解
剖
が
開
始
さ
れ
て
以
来

の
通
算
番
号
で
あ
る
の
で
問
題
が
な
い
。
病
理
剖
検
記
録
は
、
明
治

三
十
一
年
教
室
開
設
後
、
同
年
五
月
十
六
日
に
、
三
十
二
歳
女
性
患

者
を
角
田
隆
教
諭
の
執
刀
に
て
と
り
お
こ
な
っ
て
以
来
の
番
号
で
、

剖
検
記
録
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
明
治
三
十
一
年
以

後
の
解
剖
数
に
つ
い
て
は
誤
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
解
剖
学
教

室
の
記
録
台
帳
は
、
同
教
室
五
代
目
教
授
（
正
式
に
は
教
諭
）
に
赤

座
寿
恵
吉
が
就
任
（
明
治
三
十
四
年
一
月
）
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
第
一
号
は
、
明
治
三
十
四
年
二
月
六
日
、
肺
結
核
で
死
亡
し
た
三

十
五
歳
男
性
例
で
あ
る
。
備
考
に
、
「
病
理
解
剖
ヲ
ナ
サ
ズ
、
脳
、

脊
髄
ヲ
取
り
出
シ
、
学
生
実
習
一
一
供
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

記
載
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
台
帳
に
は
病
理
解
剖
の
分
も

含
ま
れ
て
い
た
。
病
理
剖
検
記
録
と
の
対
応
が
可
能
な
明
治
三
十
四

年
九
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
、
解
剖
学
の
台
帳
に
十
九
体
、
病
理

剖
検
記
録
に
は
十
七
体
記
入
さ
れ
（
学
生
課
所
有
の
過
去
帳
に
は
、

い
ず
れ
の
記
録
簿
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
分
が
さ
ら
に
一
体
あ
る
）
、

こ
の
う
ち
十
四
体
が
重
複
分
で
、
解
剖
台
帳
の
二
、
三
、
五
、
…
…

十
九
が
病
理
剖
検
記
録
の
二
四
、
二
五
、
二
六
・
…
：
一
三
○

と
対
応
し
て
い
た
。
し
か
し
病
理
剖
検
記
録
二
七
、
一
二
二
、
一
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二
五
の
よ
う
に
解
剖
台
帳
に
記
載
の
な
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ら
は
病
理
解
剖
だ
け
を
お
こ
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
重

複
分
の
解
剖
台
帳
を
よ
く
見
る
と
、
そ
の
多
く
は
、
病
理
解
剖
に
て

臓
器
摘
出
後
、
四
肢
な
ど
を
学
生
実
習
に
供
し
た
旨
記
入
さ
れ
て
い

て
、
遺
体
そ
の
も
の
が
重
複
し
た
だ
け
で
、
台
帳
は
実
際
に
解
剖
学

教
室
で
扱
っ
た
も
の
を
正
し
く
記
載
し
て
い
た
事
が
わ
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
解
剖
台
帳
に
の
み
記
載
の
五
体
分
に
つ
い
て
は
、
学
生
実
習

用
と
は
い
え
、
お
そ
ら
く
は
系
統
解
剖
と
し
て
で
は
な
く
、
標
本
と

し
て
使
用
し
た
ら
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
使
用
遺
体
の
重
複
は
昭
和
二
十
六
年
ま
で
続
け
ら

れ
、
解
剖
台
帳
番
号
六
九
六
二
、
病
理
剖
検
番
号
四
三
六
一
（
同
年

四
月
十
八
日
）
を
も
っ
て
終
了
し
、
そ
れ
以
降
は
全
く
別
個
の
遺
体

を
使
用
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
解
剖
台
帳
六
九
六
七
’
六
九

七
一
は
い
ず
れ
も
昭
和
二
十
六
年
四
月
の
死
産
例
で
、
台
帳
に
は

「
病
解
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
病
理
剖
検
記
録
に
は
見
あ
た
ら
な

い
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭
和
二
十
六
年
ま
で
解
剖
台
帳

に
は
「
法
医
」
と
い
う
備
考
記
入
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時

京
都
府
に
お
か
れ
て
い
た
監
察
医
務
制
度
（
病
理
学
教
室
が
担
当
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
時
期
に
は
、
産
婦
人
科
や
外
科
の

標
本
用
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
生
課
所
有
の
過
去
帳
、
解
剖
台
帳
、
病
理
剖

検
記
録
、
法
医
解
剖
記
録
を
比
較
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
法
要
の

対
象
と
な
っ
た
遺
体
数
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
正
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
訳
や
解
剖
総
数
に
つ
い
て
は
不
明
が
多
く
、
さ
ら
に
整

理
検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。

終
り
に
、
こ
れ
ら
の
記
録
の
供
覧
、
集
計
整
理
に
協
力
し
て
下
さ

っ
た
、
病
理
学
の
芦
原
教
授
、
土
橋
助
教
授
、
法
医
学
の
古
村
教
授
、

大
洞
助
手
、
お
よ
び
学
生
課
職
員
の
方
之
に
深
謝
し
ま
す
。

（
京
都
府
立
医
大
第
一
解
剖
）
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